
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家

族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど

に
、
必
要
な
給
付
を
行
い
、
み
ん
な
で

支
え
合
う
と
い
う
社
会
保
険
の
考
え
方

で
つ
く
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。
今
回
は
、

よ
く
あ
る
質
問
に
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
答

え
し
ま
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
業
等

に
よ
り
次
の
３
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
…
自

営
業
者
、
農
業
や
漁
業
等
に
従
事
し
て

い
る
方
、
学
生
な
ど

・
国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

・
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
…
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

原
則
、手
続
き
は
不
要
で
す（
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
き

ま
す
）。
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
２
週

間
以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
」、「
国
民
年
金
加

入
の
お
知
ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
」
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。「
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
」
に
は
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
す
べ
て
の
制

度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
基
礎
年
金

番
号 （
10
桁
の
番
号
）
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
入
制
度
の
変
更
手
続
き
や

年
金
の
請
求
手
続
き
な
ど
で
使
用
す
る

の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
は
金
融
機
関
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
、
電
子
納
付
も

で
き
ま
す
。ま
た
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

卜
納
付
も
可
能
で
す
。

◆
付
加
保
険
料
は
申
出
月
か
ら
の
加
入

と
な
り
ま
す
の
で
、
20
歳
到
達
月
（
20

歳
の
誕
生
月
の
前
日
が
含
ま
れ
る
月
）

か
ら
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お

早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
の
方
で
、
ご
本
人
の
所
得
が一定
額

以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

＊
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し

て
い
る
方
）
に
在
籍
す
る
学
生
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が一定
額
以
下

の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
は
、
学
生

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
学

生
証
の
写
し
等
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

◆
免
除
・
猶
予
等
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
は
、
全
額
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。
追
納
を
ご
希
望
の
方
は
、

市
役
所
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

納
付
書
、
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
前
納
制

度
に
は
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
家
族
が
代
わ
り
に
保
険
料
を
納
め
た

場
合
は
、
納
め
た
方
が
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
の
手
続
き
と
国

民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

は
い
ず
れ
も
電
子
申
請
で
手
続
き
で
き

ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
「
年
金
の
手
続
き
を
す
る
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
必
要
な
手
続
き
を
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

国民年金Ｑ＆Ａ よくある質問にお答えします
：保険年金課年金医療係（内線１１８）／各支所
   水戸北年金事務所国民年金課（０２９-２３１-２２８３）

国民年金通信
Q

国
民
年
金
は
ど
の
よ
う
な
人
が

加
入
す
る
の
で
す
か
？

Q

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

Q

保
険
料
を
安
く
納
め
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

Q

保
険
料
を
納
め
る
と
、
税
金
が

安
く
な
る
っ
て
本
当
で
す
か
？

Q

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
や
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納

付
猶
予
の
申
請
は
電
子
申
請
で

も
で
き
ま
す
か
？

Q

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

問

16



INFORMATION
健
康
食
品
で
体
調
不
良

・
健
康
の
維
持
、
増
進
の
基
本
は「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
適
度
な
運
動
、
十
分
な
休
養
」で
す
。健
康
食
品

を
摂
る
選
択
を
す
る
前
に
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
本
当
に

必
要
か
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
健
康
食
品
を
複
数
利
用
し
た
り
、
医
薬
品
的
な
効
果
を

期
待
し
て
利
用
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
己
判
断
で
の
医
薬
品
と
の
併
用
は
避
け
、
不
調
を
感

じ
た
ら
必
ず
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

健
康
食
品
を
購
入
し
、
数
日
間
食
べ
た
と
こ
ろ
激
し
い
腹

痛
と
下
痢
を
繰
り
返
し
た
。か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る

と
健
康
食
品
が
原
因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
、
食
べ
る
の

を
や
め
る
と
腹
痛
も
下
痢
も
治
ま
っ
た
。販
売
店
は「
下
痢

を
起
こ
す
よ
う
な
材
料
は
入
っ
て
い
な
い
。」と
言
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

◆
問：市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70‐１
３
２
２
）

事 

例

17

消
費
生
活
相
談

秋田市から、お礼の言葉をいただきました。
9月8日付で、市から秋田市へ直接支援金をお贈り
しました。市民の皆さんからのご支援、ご協力いた
だき誠にありがとうございました。また、秋田市長
から御礼状をいただきました（以下、原文）。

秋田市長 穂積 志

御　礼
常陸太田市長　宮田 達夫様

この度は令和5年7月豪雨災害からの
復旧・復興をめざす本市に対し多大な
ご寄付をされ市勢の発展に大きく寄与
されました。
よってここに深く感謝の意を表します。
今後とも市政発展のためご協力くださ
るようお願いいたします。

令和5年9月15日

秋田市在住の方から、お礼のメールをいただきました
（以下、原文）。

私は秋田市在住の者です。
秋田市の7月豪雨災害の際は、常陸太田市市役所職員
の皆様がすぐに駆けつけて下さったり、募金を募って下
さったりと、猛暑の過酷な環境の中、たくさんのご支援
に感謝いたします。宮田達夫市長が、職員を派遣される
時、秋田市は親戚みたいなもの。と言ってくださったこと
に感銘を受け、涙を流したことを思い出します。佐竹藩
のご縁がこんな形で助けていただける関係になってい
たことに感謝感謝です。常陸太田市と姉妹都市で本当
に幸せ感じます。
最近、秋を感じるため、石臼引き常陸秋蕎麦を取り寄
せ、いただいています。いろんな思い入れもあり、大変美
味しく、リピート中で親戚にも送りました。近いうち、常
陸太田市に観光にいこうと思っています。西山公園の花
見など、いろいろ考えています。
小さい恩返ししかできず申し訳ないですが、これからも
末永く、秋田市と姉妹都市として、よろしくお願いしま
す。本当にありがとうございました。
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＊
休
会
日
以
外
は
、
す
べ
て
午
前
10
時
か
ら
開

会
し
ま
す
。

＊
12
月
定
例
会
で
審
査
さ
れ
る
請
願
の
提
出
期

限
は
、11
月
24
日（
金
）午
後
5
時
で
す
。

＊
発
熱
や
咳
が
で
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

方
は
、傍
聴
を
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

＊
議
事
の
日
程
・
時
間
等
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

◆
問
：
議
会
事
務
局（
内
線
4
3
2
）

市
議
会
12
月
定
例
会

開　催　日
１２月１日（金）

１２月２日（土）・３日（日）
１２月４日（月）

１２月７日（木）
１２月８日（金）

１２月９日（土）・１０日（日）
１２月１１日（月）
１２月１２日（火）

１２月１５日（金）

議　事　予　定
本会議（開会・議案説明）

休会
休会（議案調査）

本会議（議案質疑）
常任委員会（総務委員会）

休会
常任委員会（文教民生委員会）
常任委員会（産業建設委員会）

本会議（委員長報告・採決・閉会）

「
親
と
な
っ
て
は
た
ら
く
こ
と
」に
前
向
き
に
な
れ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と
き
：
12
月
12
日
・
19
日
、
令
和
６
年
１
月
９
日
・
16
日（
各
火
曜
日
・
全
４
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
：
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学（
日
立
市
大
み
か
町
）

＊
状
況
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
：
育
休
中
、
ま
た
は
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
で
、で
き
る
だ
け
全
て
の
回
に
参
加
で
き
る
方（
別
室
で
の
保
育
あ
り
）

◆
定
員
：
10
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
料
金
：
２
千
円（
全
４
回
分
）

◆
申
込
期
限
：
12
月
６
日（
水
）

◆
申
込
方
法
：
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
52
‐

３
２
１
５
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
&
フ
ァ
ザ
ー
準
備
講
座

◆内容： 

月日 テーマ

自分らしい
はたらき方探し

～家庭と仕事と私～

萱場 晶子氏
(NPNC 認定ファシ
リテーター・児童指
導員)

村田 孝二氏
(NPO法人学修デザ
イナー協会 前理事
長)

髙村 浩子氏
(ライフ支援パート
ナーOne Step 代
表 CFP®・キャリア
コンサルタント)

楽しく脳トレ
マインドマップで
発想力を高めよう！①

楽しく脳トレ
マインドマップで
発想力を高めよう！②

家計の未来予想図
～減らす・増やす・
運用する～

講師

第1回
12月12日

第2回
12月19日

第3回
令和6年
1月9日

第4回
1月16日

講座
申込フォーム

１２月５日（火）・６日（水） 本会議（一般質問）

１２月１３日（水）・１４日（木） 休会（議事整理）
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フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、ご

自
身
の
フ
レ
イ
ル（
加
齢
に
伴
い
筋
力
や

心
身
の
活
力
が
低
下
す
る
こ
と
）の
状
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
機

会
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
と
き
：
12
月
20
日（
水
）午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ
：
水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
対
象
：
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方

●
内
容
：
栄
養
・
口
腔
、運
動
、社
会
参

加
に
関
す
る
質
問
、滑
舌
や
手
足
の
筋
肉

量
・
噛
む
力
の
測
定

＊
市
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
等
が
測
定

し
ま
す
。

●
定
員
：
15
人

●
持
参
す
る
物
：
上
履
き（
運
動
靴
）、動

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
・
問
：
健
康
づ
く
り
推
進
課
フ
レ

イ
ル
対
策
室（
73
‐
１
２
１
２
）

フ
レ
イ
ル
と
は
、加
齢
に
伴
い
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下
し
た
、「
健
康
」
と
「
要
介
護
」

の
間
の
段
階
を
指
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
社
会
環
境
」
の
3
つ

の
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
要
介
護

状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
適
切
な
生
活
習
慣
を
行
う
こ
と
で
健
康
な

状
態
へ
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
と
は
？

健康な状態と、要介護状態の中間に位置するものです。

要介護フレイル健康

フ
レ
イ
ル
チ
ェッ
ク
会
を

実
施
し
ま
す
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い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
き
生
き
と
過
ご

す
た
め
に
は
、
定
期
的
な
運
動
習
慣
、

適
切
な
食
事
に
よ
り
フ
レ
イ
ル
予
防
を

図
る
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
た
め
に
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か（
事
前
申
込
不
要
）。

◆
と
き
：
12
月
９
日
（
土
）
午
後
３
時

〜
４
時

◆
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
室

◆
内
容
：
講
義
「
健
や
か
な
老
後
を
過

ご
す
た
め
に
」

◆
講
師
：Ｋ
Ｋ
Ｒ
水
府
病
院
顧
問
・
常

磐
大
学
人
間
科
学
部
特
任
教
授　
小
泉 

雅
典
氏

◆
定
員
：
50
人

◆
参
加
料
：
無
料

＊
常
陸
太
田
知
道
会
は
、
水
戸
一
高
の

地
域
同
窓
会
で
す
。
地
域
貢
献
の
た
め
、

年
１
回
公
開
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
：
常
陸
太
田
知
道
会　
大
津
（
74

‐
４
４
２
４
）

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
弁
護
士
に
よ
る
障
害
者
の
人

権
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

◆
と
き
：
12
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
正
午

◆
相
談
電
話
番
号
：
０
２
９
‐
２
３
３

‐
０
３
２
２
／
０
２
９
‐
２
３
３
‐
０

３
２
３

＊
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。

◆
問
：
県
弁
護
士
会
（
０
２
９
‐
２
２

１
‐
３
５
０
１
）

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
基
本
的
な
滑
り
方

か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
や
フ
ィ
ギ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
基
礎
な
ど
を
県
ス
ケ
ー

ト
連
盟
の
専
門
員
が
指
導
し
ま
す
。

◆
と
き
：
12
月
教
室
…
12
月
16
日
（
土
）

／
１
月
教
室
…
令
和
６
年
１
月
７
日

（
日
）
午
後
５
時
〜
７
時
45
分

◆
と
こ
ろ
：
笠
松
運
動
公
園
内
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
（
ひ
た
ち
な
か
市
佐
和
）

◆
対
象
：
５
歳
以
上
の
方

＊
中
高
生
、
大
人
も
参
加
可
能
で
す
。

◆
定
員
：
各
日
、
先
着
１
０
０
人
程
度

◆
服
装
：
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
な
ど
の
素

市
民
公
開
講
座

健
や
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に

障
害
者
の
人
権
１
１
０
番

肌
の
出
な
い
動
き
や
す
い
服
装
、
長
め

の
靴
下
、
手
袋
（
手
袋
は
当
日
配
布
）

＊
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
自
転
車
用
で
可
）
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
貸

出
用
の
準
備
も
あ
り
ま
す
。

◆
参
加
料
：
無
料

◆
申
込
期
間
：
12
月
教
室
…
11
月
26
日

（
日
）
〜
12
月
３
日
（
日
）
／
１
月
教
室

…
12
月
18
日
（
月
）
〜
25
日
（
月
）

＊
申
込
開
始
は
午
前
０
時
か
ら
、
終
了

は
午
後
11
時
59
分
と
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
左
記
Q
R
コ
ー
ド
の
募

集
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
必
ず
同
意
書
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
は
年
度
内
に
１
度
限
り
と

し
ま
す
。

◆
問
：
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟 

久
野

（
0
9
0
‐
8
6
8
5
‐
1
0
5
4
）、

普
及
部 

関
（
メ
ー
ル

fukyuubu@
gm
ail.com

）

＊
会
場
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
参
加
者
募
集

スケート教室
申込・詳細 skate.ibaraki.



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-111121

地
域
の
方
々
の
趣
味
の
作
品
、
絵
画
・

写
真
・
陶
芸
・
書
・
手
芸
品
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

◆
と
き：12
月
１
日
（
金
）
〜
３
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

◆
と
こ
ろ
：
誉
田
公
民
館
（
新
宿
町
）

◆
問
：
か
わ
せ
み
く
ら
ぶ
（
73
‐
０
０

５
２
）

水などからの摂取で人体への影響が懸念される有機フッ素化合物（PFOSおよび PFOA）は、水道水の検査の結果、
国が定める暫定目標値（0.00005ｍｇ/L）を下回っています。

＊令和 5年10月11日の検査結果

第
14
回
誉
田
地
区

趣
味
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

水道水の有機フッ素化合物（PFOSおよび PFOA）の検査結果について

浄水場系統 採水場所 結果

瑞竜浄水場系 瑞龍町 0.000002 未満（表流水）

内田浄水場系 大里町 0.000002 未満（表流水）

久米浄水場系 芦間町 0.000002（表流水）

新地浄水場系 宮の郷町 0.000003（表流水）

大野浄水場系 中利員町 0.000002 未満（表流水）
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と
な
り
の
ま
ち
か
ら

日
立
市
の
冬
の
風
物
詩
、「
ヒ
タ
チ
ス

タ
ー
ラ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
創
り
出
す
幻
想

的
な
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。日

立
駅
自
由
通
路
で
は
、さ
く
ら
色
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
さ
く
ら
の
ト
ン
ネ
ル
を

連
想
さ
せ
る「
ひ
た
ち
〜
冬
の
さ
く
ら

ま
つ
り
〜
」を
同
時
開
催
。

◆
と
き
：
11
月
18
日
（
土
）
〜
令
和

６
年
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
午
後
4

時
30
分
〜
10
時

◆
と
こ
ろ
：
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

新
都
市
広
場
（
日
立
市
幸
町
）、
日

立
駅
前
広
場
照
明
塔
・
自
由
通
路

◆
問
：
ヒ
タ
チ
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
…
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
（
24
‐
７
７
１
１
）
／
ひ
た
ち
〜

冬
の
さ
く
ら
ま
つ
り
〜
…
日
立
市
観

光
物
産
協
会（
24
‐
７
９
７
８
）

東
海
村
の
特
産
品
で
あ
る
「
サ
ツ
マ
イ

モ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
県
内
唯一の

「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
の
お
祭
り
を
開
催
し

ま
す
。芋
掘
り
体
験
や
ふ
る
さ
と
鍋
な

ど
、小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方

ま
で
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
と
き
：
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

＊
雨
天
決
行
、荒
天
中
止

◆
と
こ
ろ
：
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
、Ｊ

Ａ
常
陸
東
海
支
店
の
周
辺

◆
問
：
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
運

営
協
議
会
（
東
海
村
観
光
協
会
内

０
２
９
‐
２
８
７
‐
０
８
５
５
）

第
27
回「
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
」

汐
見
滝
吊
り
橋
付
近
が
紅
葉
の
見
ど

こ
ろ
。川
沿
い
の
木
々
の
枝
が
黄
赤
に

色
づ
き
、川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
共
に
紅
葉

を
楽
し
め
ま
す
。日
没
か
ら
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
幻
想
的
で
す
。

＊
ト
イ
レ
・
売
店
・
飲
食
店
あ
り

◆
と
き
：
11
月
30
日
（
木
）
ま
で 

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
：
11
月
11
日
（
土
）

〜
26
日
（
日
）
日
没
〜
午
後
7
時

◆
駐
車
場
：
花
貫
駐
車
場
・
大
能
駐

車
場
（
普
通
車
5
0
0
円
）

◆
問
：（一社
）
高
萩
市
観
光
協
会
（
０

２
９
３
‐
23
‐
２
１
２
１
）

花
貫
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り

ヒ
タ
チ
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
３

東海村
観光協会
ホームページ
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地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総

合
医
療
施
設
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
疾
患
に
対

し
安
心
し
て
治
療
で
き
る
よ
う
、
内
科
、
人

工
透
析
内
科
、
整
形
外
科
、
放
射
線
科
な
ど

多
く
の
診
療
科
目
を
備
え
て
い
る
藤
井
病
院
。

治
療
に
は
ハ
イ
テ
ク
化
す
る
最
新
式
の
検
査
・

治
療
機
器
を
導
入
。
特
に
リ
ウ
マ
チ
治
療
に

関
し
て
は
、
日
本
有
数
の
リ
ウ
マ
チ
治
療
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
治
療
に
全
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
入
院
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、
24

時
間
体
制
で
患
者
さ
ん
が
治
療
に
専
念
し
退

院
で
き
る
よ
う
に
、
知
識
と
経
験
豊
か
な
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
藤
井
ハ
イ
ム
常
陸
太
田
や

藤
井
ハ
イ
ム
那
珂
と
い
っ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
有
し
、
福
祉
と一体
化
し
た
医
療
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
安
心
し

て
生
活
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
地
域
の
医

療
機
関
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に

信
頼
さ
れ
る
総
合
医
療
を
提
供

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

医療法人藤慈会 藤井病院
[ 本社 ] 金井町 3670 常

陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

《企業データ》
代表者：理事長 藤井俊宥
TEL：72-5511

Vol.
54

さとみ子ども園

み
ん
な
で
か
か
し
祭
の

か
か
し
を
つ
く
っ
た
よ
☆



富永 こころさん10月19日生まれ／中城町

木村 太一さん11月9日生まれ／天神林町

たいち柴田 紐朱さん11月1日生まれ／亀作町

久保木 快音さん11月2日生まれ／亀作町

かいとゆみ 中村 朔翔さん11月5日生まれ／下河合町

さくと

天木 陽愛さん11月18日生まれ／三才町

ひより 佐藤 冬椛さん11月29日生まれ／山下町

とうか加藤 聡馬さん11月10日生まれ／天神林町

そうま 濱口 創史さん 11月15日生まれ／松平町

そうし

おめでとうございます

はじめての
お誕生日
はじめての
お誕生日

満１歳のお子さんの写真大募集！！

市内に住所を有する令和 5年 1月生まれのお子さん（1月号掲載分）
12月 11日（月）
お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　（内線 303）

対　　象
〆　　切
必要事項
申・問

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課
常陸太田市役所　〒313-8611 茨城県常陸太田市金井町 3690　電話 0294-72-3111（代表）

１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んでス
マートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。プリントした写真を持参や郵送していただくことも可能です。広報広
聴課までお送りください。 ＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

今月の表紙は秋色に染まった竜神大吊橋です。みなさん
も竜神大吊橋に足を運んで、秋の訪れを感じてください。

表紙に
よせて

＊男女平等・多様性尊重の観点から、敬称を「さん」に統一しています。

10・11月で
1歳です

ホームページ X エックス

常陸太田市ホームページ・SNS

＊QRコードは（株）デンソーウェーブ登録商標です。




